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１。はじめに
１９４５年以降に行われた大気圏内核実験によって生成された１４Ｃのため大気中の１４Ｃ濃度

は著しく上昇し２）、大気中の１４Ｃを食物連鎖により摂取した人体の各種組織は異常高１４Ｃ濃
度を示した１・５・６・ｌｌ）。西沢ら９・ｌｏ）はこの１４Ｃが現在生存している日本人の歯牙コラーゲン中に
高濃度に蓄積残存していることを明らかにした。核実験実施国の国民の歯牙コラーゲン中
１４Ｃ濃度がどのような値を示すかは興味の持たれるところである。測定が終了した第８歯２５

試料の結果について述べる。

２。材料及び方法
１９９５年から１９９７年の間に１９５２年から１９７７年までに誕生した上海地区住民から収集し

た６３０個の内から２５個の第８歯を選択した。歯のコラーゲンはこれまでに報告した方法で
抽出した９・ｌｏ）。コラーゲン約８ｍｇ、酸化銅約くｉ００ｍｇ、還元銅約６００ｍｇを微量銀とともにガ
ス化し、Ｃ０２を精製後、水素還元法でグラファイト化しヽさらに測定用ターゲットを作製
した：’４８・１３）。測定用ターゲットを用いてタンデトロン加速器質量分析計（Ｇ（ｍｅｒａｌｌｏｎｅｘ社製）
で（５１４Ｃを測定した７・１３）。標準試料としてＮＢＳ-ＲＭ-４９疹酸標準体を用いた７・１３）。ガス用安

定同位体質量分析計（ＦｉｎｎｉｇａｎＭＡｒ２５２）を用いて全てのコラーゲン試料のδ１３Ｃを測定７，１３）

した。試料固有の（５１３Ｃを用いてδ１４Ｃを補正して△１４Ｃを求めた１２・１３）。

３ ． 結 果 及 び 考 察

表１は中国人の第８歯の歯牙コラーゲン中の｛５１４Ｃ、δ１３Ｃ、△１４Ｃを示している。δ１３Ｃ

は-２０．６７４～-１８．４９０‰の間にあり、平均-で１Ｓ｝。９００±０．１１９‰であった。δ１４Ｃは最小値１．１ｆ；９．７４４
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土Ｔ１０．５２９と最大値４９０．１２４±１４．３２５‰の間にあった。△１４Ｃはミ１ご７２．４３１士‘１０．５０４から・！１９・１・。１１１
±１４．２８５‰の間にあった。各試料のδ１４Ｃと△１４Ｃの差は各δ１４Ｃと△１４Ｃの１標準偏差の
１／３以下であり、（５１３Ｃ補正は（５１４Ｃにほとんど影響を及ぼさなかった。

図１は中国人第８歯の歯牙コラーゲン中の△１４Ｃの経年変動を示している。参考までに
西沢”・ｌｏ）が測定した日本人の第８歯の歯牙コラーゲン中の△１４Ｃと比較してある。縦軸が
△１４Ｃ、横軸が誕生年である。中国人の△１４Ｃは１９５２年から１９７７年の間で短期的に見ると
年毎に大きく変動し必ずしも一定の傾向を示さないが、長期的には年と共に減少する傾向
にあり、２０年間で約５００‰から約２００‰へと約４０％減少した。全体として中国人と日本人
はほぼ同様に経年的に減少している。期間が短いので確定的なことは言えないが、中国人
の方が日本人よりもやや早く１４Ｃ濃度が減少しているようにも観察される。今後残りの試

料を測定し、中国人歯牙コラーゲン中の１４Ｃ濃度変動を詳細に分析する予定である。

４。結論
誕生年ズバ１９５２年から１９７７年の間の２５試料の中国人の第８歯の歯牙コラーゲン中の
δ１４Ｃ及びδ１３Ｃを測定し、△１４Ｃを求めた。１百曇年から１９７７年の間の中国人歯牙コラー

ゲン中の１４Ｃ濃度は短期的には大きく変動するが、長期的には約５００‰から約２００‰へと減
少した。中国人の歯の△１４Ｃは日本人の△１４Ｃとほぼ同様な傾向で減少した。このことから
両国民の歯牙コラーゲン中の１４Ｃ濃度への核実験の影響の相似性が示唆された。δ１３Ｃの補
正効果は小さく、測定誤差の範囲内であった。
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